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IIJ-Tech、「脆弱性情報判定サービス」を開始 
-- お客様のシステム毎の危険度に応じた脆弱性情報や対応策を提供 -- 

 
株式会社アイアイジェイテクノロジー（IIJ-Tech、本社：東京都千代田区、代表取締役社長：在賀 良助）は、2004年

6 月 1 日より、企業のシステム構成に応じたセキュリティ情報を通知する「脆弱性情報判定サービス」を開始します。

本サービスは、IIJ-Tech のセキュリティ専門スタッフが、日々膨大に配信、公開される脆弱性情報やセキュリティ情

報をお客様のシステム構成にあわせて抽出し、システムに与える影響度を判定した上で、日次・月次で報告、回避

策を提供いたします。 

 
企業の情報資産を考える上で、最新のセキュリティに関する情報収集や対策の実施は、従来にも増して重要となっ

ておりますが、これらの業務を自社内で行うには、企業のシステム管理者の相当な時間と経費を要します。「脆弱性

情報判定サービス」は、以下の特長により、膨大なセキュリティ情報の収集とその分析業務からシステム管理者を解

放し、お客様の迅速なセキュリティ対応の実施と高いセキュリティレベルの維持を実現いたします。 

 
- お客様のシステム構成を事前に提出いただくことにより、日々発信される膨大なセキュリティ情報の中から、お

客様のシステムに即した脆弱性情報を抽出 

- お客様のシステム毎に影響を受ける可能性など情報の重要性を判定の上、対処すべき重大な脆弱性を発見し

た場合は、メールにて適宜連絡 

- 1 ヶ月間の脆弱性情報を技術的な解説・対応策と共に月次報告書として提出 

 
IIJグループでは、今後ともセキュリティ・ソリューションを積極的に提供し、企業の大切な情報資産を守り、

ビジネスの遂行を安全に継続できる環境づくりに取り組んでまいります。 

 
【「脆弱性情報判定サービス概要】 

サービス内容 お客様のシステム構成に即したセキュリティ情報の収集と影響度の判定、通知サービス 
対処すべき重大な脆弱性情報を提供 

日次対応 
上記脆弱性情報に関する Q&A 
1 ヶ月間の脆弱性情報をまとめた「Monthly Report」を提出 

対応 
月次対応 

「Monthly Report」に関する Q&A  
影響を受ける可能性があるシステムとそのバージョン 
脆弱性や悪意のあるコードの深刻度とそれに対する技術的な解説 通知内容 
適用可能なパッチに関する情報並びに回避策 

通知手段 電子メール 
サポート 平日9:00～17:00 

 
【「脆弱性情報判定サービス」対象プラットフォーム】 

HP-UX、Solaris、AIX、Windows、Linux、Cisco 
※上記以外のプラットフォームは、別途ご相談下さい。 



【「脆弱性情報判定サービス」価格】 
初期費用 30 万円 

  
プラットフォーム数 対象機器台数  
3 プラットフォーム 20 台 35 万円 
4 プラットフォーム 30 台 40 万円 
5 プラットフォーム 40 台 45 万円 

月額費用 
 

6 プラットフォーム 50 台 50 万円 
* 月額費用はプラットフォーム数、もしくは対象機器台数の多い方に準拠します。 
* プラットフォーム数は、プラットフォームのバージョンに準拠しません。 
  例) Windows NT Server と Windows Server 2003 = 「Windows」とし、1 プラットフォームとして換算します。 
* 上記以外の構成は、別途ご相談下さい。 
 
【「脆弱性情報判定サービス」お申し込みからサービス提供までの流れ】 

 
【「脆弱性情報判定サービス」月次レポート例】 

日付

今月の脆弱性一覧

A B C D E F G
1 重大 - - 有 有 - - -
2 注意 - - - - - - 有
3 注意 - 有 - - - - -
4 注意 - - 有 有 不明 不明 -
5 注意 - - - - 有 有 -
6 情報 - 無 - - - - -
7 情報 有 - - - - - 有
8

9

10

11

12

13

14

15

（注）　危険度「重大」の脆弱性については、別途ご連絡済みです。

危険度 重大
注意
情報

該当 有
無

不明
- 脆弱性に該当するソフトウェア等がなく、影響範囲外である。

脆弱性情報判定サービス Monthly Report

ソフトウェアベンダーのサポート情報、パッチ情報などがないため、脆弱性の有無が判定できない。

No

外部からの侵入、不正なコマンド実行、サービス妨害（DoS）などが可能となる脆弱性。きわめて緊急性の高いもの。対応必須。

脆弱性の影響を受けるため、対応が必要。脆弱性あり

脆弱性名称

2004/xx/xx

危険度
対象機器

脆弱性なし

「重大」ほどの緊急性を有しない脆弱性。内部からのみ影響があるものなど。基本的には対応が必要。
ほとんど影響を与えない脆弱性。現在の設定では影響がないものなどを含む。対応は管理者の判断による（基本的には不要）。

SendmailにDoS攻撃を受ける脆弱性
xxxx
xxxx
xxxx

脆弱性不明
N/A

ABC株式会社　殿

XXXシステム

お客様名

システム名称

xxxx
xxxx

Apache 2.0にバッファーオーバーフローの脆弱性

脆弱性の影響を受けない、または対応不要である。（バージョンが異なる、パッチが適用済みである、特殊な条件のみである等
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報道関係問合先 
IIJ グループ 広報室 手島、池田 
TEL： 03-5259-6310  FAX： 03-5259-6311 
E-mail： press@iij.ad.jp  URL： http://www.iij.ad.jp/ 
 
営業関係問合先 
株式会社アイアイジェイテクノロジー  企画開発部 市場企画課 
TEL： 03-5205-6703  E-mail： info@iij-tech.co.jp 


